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～一人一人が力を出そう みんなが主役だ 輝け下小～

1学期間、お世話になりました
1学期が終了しました。今年は１学期に運動会を実施し、そこでそれぞれが大

きく成長したり、友だちのよさに気づいたりするきっかけになったと思います。

そして、それぞれが勉強に運動に頑張り、充実した１学期を過ごすことができま

した。これもひとえに、保護者や地域の方々のご理解とご協力のお陰です。本当

にありがとうございました。夏休み中も、事故なく過ごせますよう、見守り等を

よろしくお願いいたします。

あんずっこきらきらタイム 渡良瀬遊水地水辺の生き物観察
６月２３日に、全校生で渡良瀬遊水地に出かけ、生き物観察を行いました。

４月の植物観察会は一緒に行けなかった１年生も参加しました。講師は、渡良

瀬未来基金の青木章彦先生です。自然共生課の方にもご協力いただきながら、

一人一人が網を持ちながら夢中になって生き物を捕ま

えました。そのあとに観察しました。今年は全体的に

個体数が少ないとの話でしたが、ツチフキ、モツゴ、

ギンブナ、スジエビ、コガムシなど１５種類ほど、観察できました。生き物が

少ないとコウノトリの餌も減ってしまうので、心配しているとのことでした。

遊水地に近い学校として、これからも引き続き関心を持っていきたいですね。

４年 社会科見学 ６月２２日 ６年 修学旅行 ６月２１、２２日
社会科で学んだ浄水場や中央清掃センター 今年は、４年ぶりに鎌倉方面に修学旅行に行き

と紬織物技術支援センターの見学を網戸小の ました。事前に自由行動に向けての鎌倉市内のプレゼン

４年生と合同で行いました。事前に網戸小の をお互いに行い、計画を立てました。

４年生と、オンラインで自己紹介などもして、 １日目の自由行動は、周りの人に尋ねたり自分たちで

準備をしました。教室で学習した施設を実際 考えたりしながら、無事にゴールの高徳院に到着しまし

に自分の目で確認でき、改めてみんなの生活 た。２日目は、皇居周辺の散策をしながら国会議事堂に

を守ってもらっていることもわかりました。 行きました。国会では見学だけでなく、法案成立のため

紬織物技術支援センターでは伝統技術を間近 の議会の模擬体験をしました。国会の仕組みについて、

に見たり糸紬をさせていただいたり貴重な体 詳しく学ぶことができました。その後、上野動物園に移

験をしました。とても有意義な一日となりま 動し、たくさんの動物たちに癒されました。充実した２

した。 日間となりました。

１年 給食試食会 ７月１０日（月）
１年生の保護者対象に、本校の教育と学校給食への理解を目的とし、

給食試食会を行いました。３時間目は、子どもたちと一緒に工作づくり

をしました。そのあと、図書室で学校栄養士より、学校給食の役割や食

育についての話を聞きました。この日の献立は、タコライス、はとむぎ

入り茎わかめのスープ、牛乳、冷凍みかんでした。一緒に食べながら、

給食の様子もよく見ていただきました。「下生井小学校の給食は、とて

もおいしいです。」「味付けも栄養のバランスもよかったです。」などの感想をいただきまし

た。



朗読会

７月５日に、第１回朗読会を実施しました。これは、朗読の発表を通して、「豊かな表現力を身につけるこ

と」「友達の発表から朗読による表現の豊かさに気づくこと」を目標とし、毎年各学年１回の発表会を設定し

ているものです。今回は５年生が、古典の「枕草子」でいろいろな音読の仕方を披露しま

した。次に「雪の夜明け」を聞いている人に場面の様子が伝わるように、読み方を工夫し

ながら、発表しました。学校運営協議会の委員の皆さまにも聞いていただきました。他の

学年の児童も「いろいろな読み方をしてみたい。」「様子がよくわかるように読んでいた。」

などの感想を述べていました。学習の成果がとてもよく現れていた朗読会となりました。

【あんずの里ふれあい活動】 カボチャの収穫 ７月１２日(水)
杏の里実行委員さんといっしょに、カボチャの収

穫をしました。杏は取れませんでしたが、今年はた
くさんのカボチャがとれました。今年も「ダークホ
ース」という美味しい種類のカボチャです。学校では、
給食で「夏野菜カレー」や「カボチャのそぼろあんか
け」として出していただきました。とても美味しかったです。これも、熱心に
作物のお世話をしてくださっている、杏の里実行委員の皆様方のおかげです。
ありがとうございました。

たくましい子への実践
交通安全教室 救命救急

小山市の生活安心課の職員のかたに来ていただき 間々田消防署の方に来ていただき、水泳指導を

下学年は道路の歩き方を、上学年は自転車の乗り方 前に、私たち教職員が万が一に

について、話を聞いたり実際に歩 備え、救命救急の指導を受けま

いたりしました。夏休みを前に、 した。このように知識と技能を

一人一人の安全に対する意識を高 学びなおすことで、改めて危機

めることができました。 意識の確認ができました。

保健集会 プール開き

健康委員会で、保健集会を行い 今年は、プールでの授業

ました。今回は、「傷の手当て」が の安全を祈願して、プール

テーマでした。学校生活の中で、 開きを行いました。保護者

いつ、どこで、どんなケガが多い の皆様や高学年の児童がプ

かの話を聞いてか ールの清掃をしてくださっ

逴ら、どんな手当てがいいのかを班で たことを紹介しました。６年生の大西 翔さんが

考え、話を聞きました。これからの 決意を述べました。最後に健康委員会の６年生と

生活に役立てることができそうです。 お清めをしました。

体力向上エキスパートティーチャー 水泳指導
今年度も年２回の予定で、子ども達の 今年は、４年ぶりに外部講

体力向上を目指し、エキスパートティーチ 師の先生に来ていただき、各

ャーが各学校に派遣されることになりまし 学年計４時間ずつ、ご指導を

た。まず１回目は、ゴールデンブレーブス 受けました。低学年は、もぐ

とエイジェックのチームの方がサーキットやボール投げを る・浮くを中心に、中学年は、バタ足・クロール

中心に指導してくださいました。ポイントを押さえて教え など、高学年は、さらに他の泳法まで教えていた

ていただいたので、短時間ではありました だきました。ポイントを抑えた指導で、みるみる

が、体の使い方や投げ方が変わりました。 上達していきました。私たちも勉強になりました。

楽しく体づくりができました。

水泳交流会
今年、網戸小と合同の水泳の交流会を行いました。久しぶりに本格的な水泳の授業

を行いましたので、その成果を見せ合うことで頑張りを認め合う

こと、そして一緒に交流することで仲良くなることを目的としま

した。暑い中でしたので、予定を変更しながらも、安全に楽しく

交流ができました。本格的な流れるプールも一緒に作ることがで

きて、笑顔がはじけました。網戸小、下生井小だからこそできる

学び合いになりました。
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音楽集会
１学期に２回、音楽集会を行いました。みんなで集まり、気持ちと体をリラック

スさせてから、「ビリーブ」を歌いました。暑さを吹き飛ばすような元気な歌声が響

きました。全員で歌も思い切り歌えるようになったことは、とてもうれしいことで

す。

ワックスがけ
清掃強調週間の最後は、４・５・６年生によるワックスがけでした。それまでに、

全員で水拭き等を行い、きれいにしました。１・２・３年生の下校後、分担して各ク

ラスのワックスをかけました。おかげで床がピカピカに光っています。気持ちよく夏

休みを迎えられます。上級生のみなさん、ありがとうございました。

個人面談 お世話になりました。
７月１８日、１９日と個人面談を行いました。短い時間ではありましたが、

１学期のお子さんの様子をお伝えし、夏休みを前に生活のリズムや目標を確認

することできました。お忙しい中、ありがとうございました。

第１学期 終業式 代表のことば(一部抜粋)
１年 のぐち けいたさん ３年 神山 夕奈さん ５年 武 和花奈さん
ぼくは、てつぼうをがんば １がっきにがんばった１つ目は運動で 私が１学期がんばった事の１つ目は、家庭科です。

っていっぱいれんしゅうしま す。運動会のリレーや体育のマットで、 ５年生になって始まった教科で、初めてのことばか

した。そして、あかいてつぼ もっとはやく走れるように、もっと上手 りでした。その中でも、ぬいものはなれてなかった

うでさかあがりができるよう にできるように練習をいっしょうけんめ けれど、がんばっていい作品を作れました。２つ目

になりました。 いがんばりました。２つ目は、係りの仕 は、漢字です。私は漢字が苦手で、テストではいつ

つぎは、いっぱいれんしゅ 事です。自分でめあてをきめて、仕事を もよい点数とは言えない点数でした。けれど、５年

うして、れんぞくさかあがり わすれないように、友だちときょうりょ 生になって頑張って覚えるようにたくさん練習をし

ができるように くしてとりくみました。 ました。そのおかげで、良い点をとれるようになり

なりたいです。 ２がっきからも、運動も ました。２学期でも家庭科と

学習も全力でがんばります。 漢字は伸ばせるようにしたいです。

大切なことは、どれくらい努力したかということ
終業式では、みんなで１学期の成長を振り返りました。１学期の初めに、たくさんの笑顔を見

せてほしいと話しましたが、たくさんの笑顔を見ることができました。

最後に「大切なのは、友達と比べるのではなく、自分が最初よりどれくらいできるようになっ

たことがあるか、または、自分がどれくらい努力したか、毎日続けたか、頑張ったかということ

です。」と話しました。

担任の先生からも話をしていただきました。個人面談もありましたし、もう一度、自分自身を

振り返って、ぜひ有意義な夏休みを送って欲しいと思います。

小山市 歯と口に関する作品コンクール

「楽しい子育て全国キャンペーン」三行詩 銅賞 ポスターの部 ２年 海老沼遥稀さん

会長賞 ３年 片柳 碧陸さん 標語の部 ４年 樫村 飛夢さん

作文の部 ６年 中野 颯汰さん

明日から夏休みです。交通事故や安全に気をつけ、 楽しく有意義な夏休みを過ごしてください。


